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審 査 結 果 の 要 旨 
 急性心不全治療における利尿剤抵抗性は心不全患者の生命予後と関連することが明らか
となっているが、利尿剤抵抗性を予測する指標として確立されたものはない。本研究は、
利尿剤抵抗性を予測する指標についての因子を検討した結果、腹部超音波検査で算出した
左腎容積が急性心不全患者の利尿剤抵抗性を示す指標として有用である可能性を示した。
本論文の内容は、心不全患者に対する治療方針の選択における重要な指標を示したもので
あり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 
